
『営農アンケート』集計結果の説明

令和2年3月17日
香南市農林水産課

～佐古地区（東佐古、西佐古、母代寺、父養寺）集計～
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『営農アンケート』集計結果の説明目的

営農アンケートの結果を地区会合の参加者間で共有し、
地区での共通課題を参加者で確認する。

 農地所有者や農業者の年齢構成を知り、後継者の有・無を含
め、今後の地区の農業継続性の現状を理解する。

 農業者や農地所有者の農地の現状認識を確認する。

 持続可能な農業に向けての考え方の傾向を共有する。

アンケートの内容をできるだけ可視化し、地区の会合で
活発な議論を呼ぶ材料とする。

 自由記述意見をコメントとして記述し、できるだけ生の声を
再現する。

2



注）営農アンケートの利用について

地区の皆さま、ご了承をお願いいたします。

3

① アンケートでご回答いただきました内容は、
『人・農地プラン』事業関係の事項に利用させて

いただき、他の目的では使用しません。

② 地区の会合等でアンケートの集計結果のまとめを
説明する際に、お名前などを含めてプライベート
な事項は出ないように処理したうえで、コメント

を利用させていただきます。



 目的：人農地プランの策定に向けて、農地所有者、後継者、耕作
者の現状、今後の営農の意向を把握する。

 対象：香南市にある農地の所有者、後継者、耕作者

 方法：郵送でのアンケートへの回答、または農業委員・推進委員
による戸別訪問での聞き取り

 使用データ：農家台帳（令和元年12月16日時点）

 件数：宛先不明等を除いた実質 5,864件 （総数 7,302件）

 実施：令和元年12月～令和2年7月

 回収終了：令和2年9月23日

 回収件数：3,330件 ( 56.8％)

 面積：1520ha       ( 64.4%)
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『営農アンケート』の概要



佐古地区の営農アンケート回収状況

■303通送付し返信数は185通であり、返信率61.1％となった。
■返信者の農地所有面積集計では、57.4％となった。

（注）農業委員・農地利用最適化推進委員による個別訪問調査も含む

表1）地区別返信率（人数） 表2）地区別返信率（面積）

令和2年10月16日現在
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No. 集落 現況面積(㎡） 返信(㎡） 返信面積率

1-1 東佐古 747,426 402,759 53.9%

1-2 西佐古 350,337 206,532 59.0%

1-3 母代寺 137,115 97,148 70.9%

1-4 父養寺 62,382 37,682 60.4%

佐古地区内集落別の回答状況

■各集落とも面積返信率で、過半数を超えました。

No. 集落 対象数
発送不能
宛先不明

実質数 返信数 実質返信率

1-1 東佐古 207 40 167 111 66.5%

1-2 西佐古 107 19 88 42 47.7%

1-3 母代寺 51 19 32 20 62.5%

1-4 父養寺 17 1 16 12 75.0%

表3）集落別返信率（人数）

表4）集落別返信率（面積）

・・・アンケートへご協力いただきましたこと、改めて感謝いたします。
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アンケート集計（1）

 回答者（農地の所有者、農業者）の86％は60歳以上となっている。

90-99才

2%

80-89才

23%

70-79才

36%

60-69才

25%

50-59才

9%

40-49才

3%

30-39才

2%

アンケート回答者（農地所有者、農業者）の年齢構成
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86％

設問への回答者数：170

年齢構成



参加

24%

非参加

66%

その他

10%

話し合いへの参加希望（取組対する意見等）

 回答者の24％は話し合いに参加希望されている。

コメント：
•地区で会をする場合は、知らせてほ

しい。

•農地は持っていない。
•農地を持っていない者にアンケート

を送付する事は税金の無駄遣い。

アンケート集計（2）
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地域会合への参画意向

設問への回答者数：38

地区会合への参加



 専業、兼業合わせても農業を営む割合は44％と過半数を割っている。
 農業を営んでいない人は56％であった。（離農し他の職業へ、相続、
高齢、施設入所、県外など遠方に転出）

農業専業

18%

兼業

26%

非農業

56%

世帯の生業アンケート集計（3）

9 Q1. あなたの世帯は、どのような世帯ですか？

設問への回答者数：165

44％

世帯の生業



 現状で農地を貸している人は約半数。

農地貸出状況

貸して

いる

52%

貸して

いない

48%

アンケート集計（4）
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Q2. 現在、人に農地を貸していますか？

設問への回答者数：157

貸農地の有無



コメント：
• 最初から農業はやっていない。（農地

は所有しているが）
• 現在貸している老夫婦が野菜作りをし

ており、私は収入を得ていないので、

今後借りて作る人が居なければ、（農

地を）管理するのみとなる。
• 現状：後継者が病気になり、現在すで

に縮小している。

 今後も現状維持する意向が76％あった。
 一方、農業を辞める、規模縮小する、との回答も併せて23％あった。

現状維

持

76%

拡大

1%

縮小

5%

離農

18%

アンケート集計（5） 今後５年～10年の意向

Q3. 5～10年後を考え、あなたはどのようにしていきたいですか？
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設問への回答者数：141

今後５年～10年



コメント：
•長男に定年後農業をしてもらい

たい。
•子供が小さいのでわからない

が、農地が少ないので、たぶん

農業はしないと思う。（ただ

し）子供が小さいので不明。

•（後継者）20年後ぐらいに後継

者ができるかもしれない。

 農業後継者の居ない割合が2/3であった。
 子供は居ても現状では農業を継がない傾向も垣間見える。

いる

33%

いない

67%

アンケート集計（6）

Q4.後継者（農業後継者）はいますか？
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農業後継者

設問への回答者数：159

農業後継者の有無



コメント：
• 農地は宅地化されている。
• 家の売却と同時に（土地を）売却。購入した方

が、畑として利用している。
• 農地に隣接して家が建てられている現状により、

農作業に支障が出ている。
• 売却手続きが進んでおります。
• 耕作放棄が続いている。
• 周囲に放棄地は見当たらない。
• 農地の近くに居住しておらず、わかりません。
• 知らない。
• （現状）高知市に住んでいるのでわかりません。
• 自分でもわからなくなった農地があり、困ってい

る。
• 東佐古、西佐古に田があるが、水が引けないので

現在は畑になっている。
• 前の道が耕作している農地に面しており、車の水

ハネによる病原被害に悩まされている。

 後継者不足、担い手不足であることから管理されていない農

地の増加している現状が現れている。

23

52

86

59

20

0 20 40 60 80 100

管理されている

放棄地増加

後継者不足/高齢化深刻

担い手不足

その他

アンケート集計（7）

Q5.あなたの地域の農地や農業者の状況は、いまどのように
なっていますか？
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地域の状況認識

地域の農地や農業者の状況

設問への回答数：240



コメント：
•居住地が異なるのでわかりません。
•わからない。
•分からない。
•どうしたらいいのかわからない。田が小さいので借

り手が居ない。

•行政が主導する必要がある。
•そもそも個人による農業経営では限界にきている
•農業法人や株式会社の参入を認め、また法改正を行
い、農協による農地借り上げによる生産を行うべき

である。
•農業拡大地域は5年ごとに見直しするようになって
いると思いますが、下記について検討していただけ
ればと思います。①公的資金導入には面積が不足す
る地域。②権利関係が複雑で整備が困難な道路に囲

まれた地区。
•農家以外でも農業をやりたい人が容易に農地を持て

るようにする。
•農業したい人や会社に土地を売りたい。
•元気なうちは今のまま楽しんで持続し、ムリの時が
来たら、子や孫、シルバーさん等に手伝ってもらう

つもりです。

 現状維持で地域の農業を維持できる状況ではなさそうである。
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35

54

63

44

16

0 10 20 30 40 50 60 70

現状維持

農地集約

担い手、後継者の育成

外から（個人、法人）…

農業者以外から転職受…

その他

アンケート集計（8）
Q6.あなたの地域の農業が5～10年後も持続可能なものとするため
に、どうしたらよいと思いますか？14

持続可能な農業のために

持続可能な農業のために

設問への回答数：225



 貸し希望の背景は、農業者が体力的に続けられない状況、あるいは後継者不

在、遠方に所在する等の背景がある。

 耕作者（賃借人）も高齢化の状況も垣間見える。

 所有者によっては、すでに農地を貸すための手続きに着手。

あり

84%

なし

16%

Q7. あなたの農地で、売ったり貸したりしてもよい農地やハウ
スがあれば教えてください。

アンケート集計（9）
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売りたい・貸したい農地候補

コメント
（貸したい）
• 長年作っていただいた耕作者さんが亡くなりました。作ってもら
える人が居れば幸いです。場所がとても遠いですし、貸したいと

思います。
• 維持管理ができない。
• 現在農業委員会を通さずに貸しているが、通して貸したい。維持

管理ができないため。
• 農業は出来ないので、借りてもらえるなら、借りてもらってもい

いです。
• 高齢で管理する者が居なくなる。
• 遠方なので管理ができない。
• 保全管理するしかないため（作付け、収穫等ができない。）
• 使用していない土地を農業によって有効活用してほしい。
• 農業委員会に提出済みである。
• 募集中ですが借り手がつかないところがある。農業公社のホーム

ページに掲示中。
（売却賃貸したい）
• 相続により取得したが、もともと農業で生計を立てていない。お
役に立つなら売りたい、貸したい、どちらでも良いと思います。

山林状態になっています。
• 売り貸し：維持管理する者が居ない。

設問への回答者数：69

農地の売却賃貸意向
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コメント：

（売りたい）
• 農業以外の仕事をしている関係で耕作できない。年齢的にも。
• 今は貸しているが、1-2年後売りたい。いずれ借りてくれなくなるから。
• このままだと耕作放棄が続くため。
• 現状接面なし、湿地、北地、竹藪のため趣旨に該当しない。山林に地目変更したい。
• 畑は誰も（耕作を）しないため。
• もう年で帰れないです。遠く離れてますので、早く売却してほしいです。
• 今後農業する子もなく、東佐古に住む者もない為。
• 耕作放棄地であり、維持管理する者が居ない為。
• もらいたい人が居ればただでよい。
• 後継者が居ない。
• 高齢で女一人でとても作付けは出来ない為。
• ハウス有。一部は貸している。残りは野菜・果物等を作っている。
• 子供が小さいので不明。
• 高齢により維持管理が難しい。
• 高齢化等で維持管理する者が居ない。
• 後継者が居ない。高齢化。
• 高齢の為、売れるようであれば売りたい。
• 家を建てるつもりで買ったが、法律が変わって立てることができない。
• 水路から漏れ。高齢化でいじかんりができなくなる。
• 後継者不在、維持管理が難しい。
• 維持管理がしんどい。
• （農地の）世話をするのがしんどくなった。

 売り希望の背景には、農業者が体力的に続けられない状況、あるいは後継者不在、遠方
に所在する等の理由に加えて、①すでに主として農業以外での仕事についているケー
ス、②現在の借り手が高齢で借り手として継続できなくなるリスクへの対応、③そもそ

も農地として耕作条件が良くなくなってきた点を上げているケースがある。

前頁のつづき



賃貸
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耕作条件

小さい農地区画

インフラ（農道/水路）不備

農業者側の事情

老齢化、体力・気力低下

所有者/借地者の病気

遠方に在住

農機具を所有していない

他の仕事に専念

後継者不在/後継まで年数要

農地を農地
として管理

できない。

農地とし
ての適性

が低い。

資産活用

生活費の捻出

事業の資金の調達

農業以外で
資金需要が

ある。

売却

■アンケートからの農地の売却・賃貸希望の背景まとめ

稲作の課題

米づくりは赤字

農業（稲
作）を続け

られない。


